
2015201520152015 クオリアクオリアクオリアクオリアAGORAAGORAAGORAAGORA

「知の越境－分野を超えて、世代を超えて、視点を超えて」「知の越境－分野を超えて、世代を超えて、視点を超えて」「知の越境－分野を超えて、世代を超えて、視点を超えて」「知の越境－分野を超えて、世代を超えて、視点を超えて」

「知の越境」

ー 「知の統合」 と 「知の実践」に向けてー
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Hurricane Katrina 2005, Aug.

Gulfport, Mississippi hancock bank

未来学者未来学者未来学者未来学者

Alvin Toffler

1928-

Adhocracy
Mexico Tortilla Crisis

2007, 1. 31. (1000 Miles)

$200 貸し付け（メモのみ）→ 3年以内に99.5％返済

数ヶ月後、13,000件 新規口座、預金残高 15億ドル増加



従来型 客観科学

A

C
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D
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主体と客体の二項対立主体と客体の二項対立主体と客体の二項対立主体と客体の二項対立

一方から他方の記述可能性一方から他方の記述可能性一方から他方の記述可能性一方から他方の記述可能性

無矛盾性無矛盾性無矛盾性無矛盾性

定義の一義性定義の一義性定義の一義性定義の一義性

固定的方法論固定的方法論固定的方法論固定的方法論

帰納、演繹、類推（アブダクション）帰納、演繹、類推（アブダクション）帰納、演繹、類推（アブダクション）帰納、演繹、類推（アブダクション）

再現性再現性再現性再現性

同一刺激への同一反応同一刺激への同一反応同一刺激への同一反応同一刺激への同一反応

主体（自己）主体（自己）主体（自己）主体（自己）

客体（非自己）客体（非自己）客体（非自己）客体（非自己）

方法論方法論方法論方法論

主体と客体の同型性主体と客体の同型性主体と客体の同型性主体と客体の同型性

両者の不可分性両者の不可分性両者の不可分性両者の不可分性

矛盾性矛盾性矛盾性矛盾性

定義の両義性定義の両義性定義の両義性定義の両義性

方法論方法論方法論方法論

生命原理：構造主義、曼荼羅、発想法生命原理：構造主義、曼荼羅、発想法生命原理：構造主義、曼荼羅、発想法生命原理：構造主義、曼荼羅、発想法

歴史性歴史性歴史性歴史性

同一刺激への多様反応同一刺激への多様反応同一刺激への多様反応同一刺激への多様反応

A

C

B
D

E

主体（自己）主体（自己）主体（自己）主体（自己）

方法論方法論方法論方法論

客体（非自己）客体（非自己）客体（非自己）客体（非自己）

統合創造学

「生命である主体」「生命である主体」「生命である主体」「生命である主体」 がががが

「生命という方法論」「生命という方法論」「生命という方法論」「生命という方法論」 を用いてを用いてを用いてを用いて

「生命という客体・現象」「生命という客体・現象」「生命という客体・現象」「生命という客体・現象」 を理解するを理解するを理解するを理解する



西洋科学は、主体と客体、構造と西洋科学は、主体と客体、構造と西洋科学は、主体と客体、構造と西洋科学は、主体と客体、構造と

運動、内面と外面など二項対立を運動、内面と外面など二項対立を運動、内面と外面など二項対立を運動、内面と外面など二項対立を

基盤とする。現実を、明らかにす基盤とする。現実を、明らかにす基盤とする。現実を、明らかにす基盤とする。現実を、明らかにす

るが、単純化し過ぎてしまう。るが、単純化し過ぎてしまう。るが、単純化し過ぎてしまう。るが、単純化し過ぎてしまう。

西洋の論理の枠組みでは、決して西洋の論理の枠組みでは、決して西洋の論理の枠組みでは、決して西洋の論理の枠組みでは、決して

捉えられない世界がある。捉えられない世界がある。捉えられない世界がある。捉えられない世界がある。

その世界は、対立する二項の間にその世界は、対立する二項の間にその世界は、対立する二項の間にその世界は、対立する二項の間に

あって、論理的矛盾に陥るがゆえあって、論理的矛盾に陥るがゆえあって、論理的矛盾に陥るがゆえあって、論理的矛盾に陥るがゆえ

に、ほとんど思考される機会さえに、ほとんど思考される機会さえに、ほとんど思考される機会さえに、ほとんど思考される機会さえ

閉ざされている。閉ざされている。閉ざされている。閉ざされている。

勢：静と動の間を揺れ動く両義性勢：静と動の間を揺れ動く両義性勢：静と動の間を揺れ動く両義性勢：静と動の間を揺れ動く両義性

から、あらゆる状況を同時に事態から、あらゆる状況を同時に事態から、あらゆる状況を同時に事態から、あらゆる状況を同時に事態

の推移として感知できないか。西の推移として感知できないか。西の推移として感知できないか。西の推移として感知できないか。西

洋が実践と理論とに切り離した間洋が実践と理論とに切り離した間洋が実践と理論とに切り離した間洋が実践と理論とに切り離した間

に入り込み、二項対立を解消。に入り込み、二項対立を解消。に入り込み、二項対立を解消。に入り込み、二項対立を解消。

戦場での軍隊の配置、書の文字や描かれた風景が示す配置、文戦場での軍隊の配置、書の文字や描かれた風景が示す配置、文戦場での軍隊の配置、書の文字や描かれた風景が示す配置、文戦場での軍隊の配置、書の文字や描かれた風景が示す配置、文

学の諸学の諸学の諸学の諸 記号が作り上げる配置、すべて「形状の中に働く潜勢記号が作り上げる配置、すべて「形状の中に働く潜勢記号が作り上げる配置、すべて「形状の中に働く潜勢記号が作り上げる配置、すべて「形状の中に働く潜勢

力」という主題として捉えられる。力」という主題として捉えられる。力」という主題として捉えられる。力」という主題として捉えられる。
François Jullien

（（（（1951-））））



西洋の哲学では、戦争は予見できず偶然によって支配される。西洋の哲学では、戦争は予見できず偶然によって支配される。西洋の哲学では、戦争は予見できず偶然によって支配される。西洋の哲学では、戦争は予見できず偶然によって支配される。

中国の思想では、戦争の展開は純粋に内的な必然による。中国思想の独自中国の思想では、戦争の展開は純粋に内的な必然による。中国思想の独自中国の思想では、戦争の展開は純粋に内的な必然による。中国思想の独自中国の思想では、戦争の展開は純粋に内的な必然による。中国思想の独自

性は、現実をそれ自身から－つまり、推移するプロセスに内在する論理と性は、現実をそれ自身から－つまり、推移するプロセスに内在する論理と性は、現実をそれ自身から－つまり、推移するプロセスに内在する論理と性は、現実をそれ自身から－つまり、推移するプロセスに内在する論理と

いう視点から－解釈しょうとしたこと。いう視点から－解釈しょうとしたこと。いう視点から－解釈しょうとしたこと。いう視点から－解釈しょうとしたこと。

軍師にとっての勝利とは、自分にとって有利になるよう生じさせた不均衡軍師にとっての勝利とは、自分にとって有利になるよう生じさせた不均衡軍師にとっての勝利とは、自分にとって有利になるよう生じさせた不均衡軍師にとっての勝利とは、自分にとって有利になるよう生じさせた不均衡

から導かれる、必然の結果であり、予見できる結果である。本当によい戦から導かれる、必然の結果であり、予見できる結果である。本当によい戦から導かれる、必然の結果であり、予見できる結果である。本当によい戦から導かれる、必然の結果であり、予見できる結果である。本当によい戦

略は、気づかれず、普通の人にはその行為はもはや目には見えない。略は、気づかれず、普通の人にはその行為はもはや目には見えない。略は、気づかれず、普通の人にはその行為はもはや目には見えない。略は、気づかれず、普通の人にはその行為はもはや目には見えない。

次に来る出来事の推移を効果的に支配できるため、誰も戦おうとは思わな次に来る出来事の推移を効果的に支配できるため、誰も戦おうとは思わな次に来る出来事の推移を効果的に支配できるため、誰も戦おうとは思わな次に来る出来事の推移を効果的に支配できるため、誰も戦おうとは思わな

くなる。たとえ、敵軍の数がどれだけ多かろうが、的はもはや抵抗できなくなる。たとえ、敵軍の数がどれだけ多かろうが、的はもはや抵抗できなくなる。たとえ、敵軍の数がどれだけ多かろうが、的はもはや抵抗できなくなる。たとえ、敵軍の数がどれだけ多かろうが、的はもはや抵抗できな

い。数の多さは、より決定的な上位の条件には劣るのだ。い。数の多さは、より決定的な上位の条件には劣るのだ。い。数の多さは、より決定的な上位の条件には劣るのだ。い。数の多さは、より決定的な上位の条件には劣るのだ。

François Jullien

（（（（1951-））））

西洋科学の「想定外」問題 ＝ 東洋思想の「自明」問題

勝利する軍隊は、すでに勝利してから戦う。勝利する軍隊は、すでに勝利してから戦う。勝利する軍隊は、すでに勝利してから戦う。勝利する軍隊は、すでに勝利してから戦う。

敗北する軍隊は、開戦の後に勝とうとする。敗北する軍隊は、開戦の後に勝とうとする。敗北する軍隊は、開戦の後に勝とうとする。敗北する軍隊は、開戦の後に勝とうとする。



Michael Polanyi 
(1891 – 1976)

暗黙知の理論

直示（実物）定義直示（実物）定義直示（実物）定義直示（実物）定義 とととと アブダクションアブダクションアブダクションアブダクション

諸要素は明白なのだから、それらを認識しさえすれば、諸要素は明白なのだから、それらを認識しさえすれば、諸要素は明白なのだから、それらを認識しさえすれば、諸要素は明白なのだから、それらを認識しさえすれば、

全体の姿を捉えることができる、と信じ込むのは根本的全体の姿を捉えることができる、と信じ込むのは根本的全体の姿を捉えることができる、と信じ込むのは根本的全体の姿を捉えることができる、と信じ込むのは根本的

に間違っている。外面的事物を言葉で定義できず、結局に間違っている。外面的事物を言葉で定義できず、結局に間違っている。外面的事物を言葉で定義できず、結局に間違っている。外面的事物を言葉で定義できず、結局

は実物を指し示すほかない。は実物を指し示すほかない。は実物を指し示すほかない。は実物を指し示すほかない。

暗黙知暗黙知暗黙知暗黙知

問題を考察するということは、隠れた何かを考察する問題を考察するということは、隠れた何かを考察する問題を考察するということは、隠れた何かを考察する問題を考察するということは、隠れた何かを考察する

ことである。それは、いまだに包括されていない個々のことである。それは、いまだに包括されていない個々のことである。それは、いまだに包括されていない個々のことである。それは、いまだに包括されていない個々の

諸要素に、一貫性が存在することを、暗に認識すること諸要素に、一貫性が存在することを、暗に認識すること諸要素に、一貫性が存在することを、暗に認識すること諸要素に、一貫性が存在することを、暗に認識すること

に他ならない。に他ならない。に他ならない。に他ならない。

ディルタイディルタイディルタイディルタイ

ある人の精神は、その活動を追体験することによってある人の精神は、その活動を追体験することによってある人の精神は、その活動を追体験することによってある人の精神は、その活動を追体験することによって

のみ理解されうる。のみ理解されうる。のみ理解されうる。のみ理解されうる。

リップスリップスリップスリップス

審美的干渉とは芸術作品の中に参入し、さらに創作者審美的干渉とは芸術作品の中に参入し、さらに創作者審美的干渉とは芸術作品の中に参入し、さらに創作者審美的干渉とは芸術作品の中に参入し、さらに創作者

の精神に内在すること。の精神に内在すること。の精神に内在すること。の精神に内在すること。

ポラニーポラニーポラニーポラニー

暗黙知は、人間・芸術作品・自然科学・技などの理解暗黙知は、人間・芸術作品・自然科学・技などの理解暗黙知は、人間・芸術作品・自然科学・技などの理解暗黙知は、人間・芸術作品・自然科学・技などの理解

や名医の診断などに利用される、創発の過程に必須。や名医の診断などに利用される、創発の過程に必須。や名医の診断などに利用される、創発の過程に必須。や名医の診断などに利用される、創発の過程に必須。



要素還元論から生命還元論へ（類推）

• 心理学で学習を学ぶ
人間：ホテルのタオル（環境保全、ホテル協力、他者）

チンパンジー：キュウリとブドウ

道徳性の起源：コミュニティー

• 『種の起源』 を 「がん理論」の書として読む
• 西田哲学で精神病理学を理解する（木村敏）
• 今西錦司『生物の世界』

今西錦司

個体識別

長期観察

観察者がサルになりかわって

サル社会の内から記述

観察者がサル社会の外から記述

とうとうとうとうとうとうとうとう

ネズミのネズミのネズミのネズミの

条件付け条件付け条件付け条件付け

に成功！に成功！に成功！に成功！

おい、とうとうおい、とうとうおい、とうとうおい、とうとう

この男を条件この男を条件この男を条件この男を条件

付けしたぞ！付けしたぞ！付けしたぞ！付けしたぞ！



2 2 2( ) 2x y x xy y+ = + +

類推（アブダクション）類推（アブダクション）類推（アブダクション）類推（アブダクション）

代数的記述代数的記述代数的記述代数的記述
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幾何的説明幾何的説明幾何的説明幾何的説明
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＋＋＋＋



試練をチャンスと捉える、新たな哲学が必要

苦悩苦悩苦悩苦悩 ＝＝＝＝ 試練試練試練試練 －－－－ 意味意味意味意味

地球上の資源は有限であるが、人類の創造性は無限で

ある。この認識に基づくと、人々が奇跡的な可能性を

発揮し、すべての人々が Win・Win の互恵関係を享受

できる豊かな世界を創り出すことができる。

•「何を学ぶか？」ではなく「如何に学ぶか？」

•「何を悩むか？」ではなく「如何に悩むか？」

•「何を達成したか？」から「如何に達成したか？」

S R
Cellular Variation & Adaptation in Cancer 

Michael Woodruff 

Oxford University Press 1990

がんがんがんがん ＝＝＝＝ 刺激刺激刺激刺激 －－－－ 応答応答応答応答



分子を理解するとは？

－分子の音を聞く－



ランナーズ・ハイランナーズ・ハイランナーズ・ハイランナーズ・ハイ

ー運動すると気持ちがよいーー運動すると気持ちがよいーー運動すると気持ちがよいーー運動すると気持ちがよいー • 運動に伴って脳のセロトニン分泌量がふえる運動に伴って脳のセロトニン分泌量がふえる運動に伴って脳のセロトニン分泌量がふえる運動に伴って脳のセロトニン分泌量がふえる

ことが分かってきた。セロトニンは、他のニことが分かってきた。セロトニンは、他のニことが分かってきた。セロトニンは、他のニことが分かってきた。セロトニンは、他のニ

ューロンをうまく調整するホルモンである。ューロンをうまく調整するホルモンである。ューロンをうまく調整するホルモンである。ューロンをうまく調整するホルモンである。

そのために、気分が良いと感じられる。そのために、気分が良いと感じられる。そのために、気分が良いと感じられる。そのために、気分が良いと感じられる。

ヘルパーズ・ハイヘルパーズ・ハイヘルパーズ・ハイヘルパーズ・ハイ

ー正しいことをすると気持ちがよいーー正しいことをすると気持ちがよいーー正しいことをすると気持ちがよいーー正しいことをすると気持ちがよいー

愛を与える側、受け取る側愛を与える側、受け取る側愛を与える側、受け取る側愛を与える側、受け取る側

それを見ている側へ（ミラーニューロン）それを見ている側へ（ミラーニューロン）それを見ている側へ（ミラーニューロン）それを見ている側へ（ミラーニューロン）



企業も人間と同様ではないか？



＊１＊１＊１＊１ 上場企業上場企業上場企業上場企業18181818社、非上場企業社、非上場企業社、非上場企業社、非上場企業10101010

社社社社

財務実績ではなく人道主義の観点か財務実績ではなく人道主義の観点か財務実績ではなく人道主義の観点か財務実績ではなく人道主義の観点か

らららら

選択（目的意識、顧客社員への配慮選択（目的意識、顧客社員への配慮選択（目的意識、顧客社員への配慮選択（目的意識、顧客社員への配慮

、地域からの信頼度、リーダーシッ、地域からの信頼度、リーダーシッ、地域からの信頼度、リーダーシッ、地域からの信頼度、リーダーシッ

プ）プ）プ）プ）

＊２＊２＊２＊２ 過去約過去約過去約過去約80808080年間の上場企業から年間の上場企業から年間の上場企業から年間の上場企業から

、株式運用実績が、株式運用実績が、株式運用実績が、株式運用実績が15151515年にわたって年にわたって年にわたって年にわたって3333倍倍倍倍

を超える企業を超える企業を超える企業を超える企業11111111社を選択社を選択社を選択社を選択

しかし、選ばれた企業には、タバしかし、選ばれた企業には、タバしかし、選ばれた企業には、タバしかし、選ばれた企業には、タバ

コ企業（健康面から疑問）、経験豊コ企業（健康面から疑問）、経験豊コ企業（健康面から疑問）、経験豊コ企業（健康面から疑問）、経験豊

かな社員を解雇する企業、人件費のかな社員を解雇する企業、人件費のかな社員を解雇する企業、人件費のかな社員を解雇する企業、人件費の

安い企業が入っていた。安い企業が入っていた。安い企業が入っていた。安い企業が入っていた。





創造的発想法 と 構造主義

1920- 2010
梅棹忠夫

1920- 2009

川喜田二郎
1896- 1980

ジャン・ピアジェ

主体主体主体主体 客体客体客体客体

帰納帰納帰納帰納

知識は対象である客体から

引き出せる

知識は主体の仮説、すなわち

「ものの見方」から引き出せる

演繹演繹演繹演繹



自己・非自己循環理論

主体（自己）主体（自己）主体（自己）主体（自己） 客体（非自己）客体（非自己）客体（非自己）客体（非自己）

時空的現象のなかにありながら

時空を超える次元を生み出す【弁証法】

⇒ 芸術・宗教・科学・人間存在の価値

論理的思考のみで考え出せるものではない【感情、感覚、直感の必要性】

メタ視点メタ視点メタ視点メタ視点

主体は自己・非自己循環

過程を通して主体を知る

主体は自己・非自己循環

過程を通して客体を知る

帰納帰納帰納帰納

((((対象内分析）対象内分析）対象内分析）対象内分析）

演繹演繹演繹演繹

((((対象間比較）対象間比較）対象間比較）対象間比較）

メタ対象メタ対象メタ対象メタ対象

世界（非自己）世界（非自己）世界（非自己）世界（非自己）

ア

ブ

ダ

ク

シ

ョ

ン

ア

ブ

ダ

ク

シ

ョ

ン



生命 認識

生成

病気進化

対象そのものに価値があるのではなく、

それを媒介して創発するプロセスに価値がある。

伝達は不可能で、自らが体験する以外ない。

これは、武術、芸術、医術、学問すべてに通ずる。



西田哲学の「場」と「逆対応」

進化に終わりはない ＝ ゲーデルの不完全性定理



Mandala 曼荼羅（円を区切る、本質が変わる）

バックミンスターフラーレン C60

M101は、われわれから2,500万光年離
れた、おおぐま座に位置する渦巻銀河

中国甘粛省（かんしゅくしょう）の

紀元前3000年頃 新石器時代、

約１万年前 ミャンマー壁画

ノートルダム大聖堂 1250



肺の典型的結核結節

a. 中心部の乾酪化 b. 類上皮細胞層
c. 小円形細胞層 d. 多核巨細胞

a
b
c

結 核 結 節

d

中心部に結核菌を内部に含む乾酪壊

死巣があり，これを単球系細胞を起源

とする多核巨細胞・類上皮細胞が層状

に取り巻く，さらにその最外側をリンパ

球が層状に取り巻く三重構造である。

岩崎龍郎：「結核の病理（復刻版）」. 結核予防
会, 東京, 1976.



展 望

生命・人間、それらの総体である生態系・社会系、あ

るいはそれらの働き－科学・技術・芸術・経済－に見

られる危機的問題の発生・回復過程を、広義の「複

雑システムにおける創造的破壊現象」と捉えて、そ

の背後に働く普遍原理を解明するとともに、その原

理を実践的に展開していくことが必要である。

「京都大学未来創成学国際研究センター」の設置に向けて



京都大学未来創成学

国際研究センター

統合創造学創成

プロジェクト58名

基礎物理学研究所

経済研究所・総合博物館

原子炉実験所・人文科学研究所

こころの未来研究センター

教育学研究科・思修館

化学専攻・花山天文台

基礎物理学研究所

経済研究所・総合博物館

こころの未来研究センター

教育学研究科・思修館

化学専攻・花山天文台

原子炉実験所

人文科学研究所（打診中）

(株)京都クオリア研究所

京都統合創造学研究所（仮称）



京都大学未来創成学国際研究センター

－ 目的 と 理念－

• グローバル化時代を迎え、現代社会は、技術・環境・政治・経済といった多様なシ

ステムと人間が複雑に絡み合う巨大な「生きた」システムと化してしまった。その

結果、一部のシステムの最適化や効率化を追究することによって、別のシステム

の脆弱性が高まり、全体システムが破綻しかねないという予期せぬ事態に直面

することになった。すなわち、１つの学問を深く理解していても、問題自体が発生

することを予想することは不可能に近い。なぜなら、切迫した問題は多様な学問

の境界領域で発生するからである。ここに異分野交流による新たな学問創造を

目指す意義がある。

• 本研究センターでは、「ものの見方」を根本からみなおした上で、明るい未来を創

成可能とする新しい「未来創成学」を構築し、身近な対象において実践的に検証

していくことを目的とする。ここで、新たな「ものの見方」とは、自然災害などの想

定外の事態が起こること、人間が間違いをおかしてしまうことを「前提」とした上で、

学問の創成を試みることである。極論するならば、失敗や誤りを必要とするシス

テムの基本原理を探求することである。一度、普遍的な枠組みができれば、ある

分野で成功した方法を別の分野に応用することが可能となる。それは「臨床経済

学」、「臨床文化生態学」といった新たな学問の創成につながる。このような発展

可能性が「未来創成学」の醍醐味である。



“From Being to Becoming”
Ilya Prigogine 

François Jullien
（（（（1951-））））

ご静聴ご静聴ご静聴ご静聴ありがとうありがとうありがとうありがとうございました！ございました！ございました！ございました！

創造的発想法 構造主義 曼荼羅

1920- 2010

梅棹忠夫

1920- 2009

川喜田二郎

1896- 1980

J.ピアジェ



さまざまな実験

『数覚とは何か』

• ラットの実験

音２（左） 音４（右）

光２（左） 光４（右）

音１，光１では

音２，光２では

• チンパンジーの訓練なし実験

チョコレート４ チップ３ チョコレート５ チップ１

• 赤ちゃんの実験


